
News Release 2013 年 9月20日

クリエイターと老舗封筒会社が共同開発したレターセット
「SORATAYORI(そらたより)」

クリエイター支援施設「クリエイティブネットワークセンター大阪 メビック扇町」（所在地：大阪市北区
　所長：堂野智史）は、顔の見えるクリエイターのネットワークをベースに、少人数制ミーティングや
マッチングイベントなどの開催を通して、クリエイター同士、クリエイターと企業などとの出会いをサ
ポートしており、設立から10年で1,589件（2003年5月～2013年3月）の協働事例が生まれています。
プロダクトデザイナーの福嶋賢二氏（大阪府寝屋川市）と老舗封筒製造会社の緑屋紙工株式会社（大阪
市平野区）が共同開発した、レターセット「SORATAYORI（そらたより）」もその一つ。デザイン性と遊び
心が加味された「SORATAYORI」は、ニューヨーク近代美術館(MoMA)のミュージアムショップ「MoMA 
DESIGN STORE,TOKYO」（東京都渋谷区）で8月22日、オンラインショップ「MoMA STORE」で9月5日より
販売を開始しました。

日本だけでなく世界でも伝わり、流行に影響を受けないようにという考えから、「SORATAYORI」は、「晴れ」
「曇り」「雨」などの天候をイメージした抽象的なデザインを採用。封筒の中にあてたブルーの紙をカーブさ
せて地平線を描くなど細部にこだわりました。
緑屋紙工が登録実用新案(第3174110号)を持つ、フイルムをずれなく貼ることができる製造技術を活かし、
色のついたフイルムを封筒の窓に貼り、二つ折の便箋を入れる向きによって窓から見える色彩が変化する
など遊び心を加えました。現在はポチ袋のような小さいサイズの封筒の企画もスタート、11月のインテリ
アライフスタイル展での発表を予定しています。

～デザイン性と遊び心を加えた封筒で新市場開拓を目指す～

メールやSNSなどの普及や企業の経費削減や電子化ニーズの高まりを受けて、郵便物は2003年から
2010年までの7年間で約21%減少しており、封筒の消費量も下がっています。受け取った相手が楽しく
なるような封筒の市場を、クリエイターの自由な発想で開拓したいという考えから緑屋紙工は2011年
12月にメビック扇町主催のプレゼン大会に参加、そこで出会った福嶋賢二氏との共同開発がスタート
しました。

独自の製造技術×デザインから生まれた遊び心ある封筒

便箋の向きによって色彩が変わる 封筒の中のブルーの紙にカーブをつけて
地平線をイメージ ( 左上 )
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参考資料

 

商品名  内容  価格  

レターセット  

SORATAYORI  

封筒 3 枚・縦 10.5×横 23cm、便箋 3 枚・縦 19.8 ×横 21cm、 

種類：「 hare」「 kumori 」「 ame」の３種類  

630 円（税込）  

■クリエイター：福嶋賢二

1982年滋賀県生まれ。2005年大阪芸術大学デザイン学科卒業後、スウェー
デン、HDK大学にてデザインを学ぶ。2008年株式会社IDKデザイン研究所に
勤務。喜多俊之氏に師事。2011年KENJI FUKUSHIMA DESIGNを設立。2013年
大阪にあるインキュベーション・スペース「シゴトバBASE」を活用する。
経済産業省、近畿経済産業局主催の「関西チームづくりミーティング～
クールジャパン～」にて、近畿の若手デザイナーの一人としてゲスト参加
し、大阪府立松原高校にてデザインの特別講師として講演を行う。

■MoMA DESIGN STOREとは

MoMA（The Museum of Modern Art）はニューヨークのマンハッタン53丁目にある、近代美術館。ミュージア
ムショップ「MoMA DESIGN STORE」では建築・デザイン部門がアートを選ぶ感覚で集めたアイテムを販売し
ている。東京表参道の「MoMA DESIGN STORE,TOKYO」は、MoMA国外初進出となるミュージアムショップ。

■緑屋紙工株式会社とは

昭和32年に洋封筒の手貼りからスタート。以来、封筒ひと筋50余年。2007年からは、当時では珍しいオリジナ
ル封筒（別注封筒）のネット販売を開始。下請けだけでなく、顧客のアイデアをカタチにするモノづくりを行っ
ており、クリエイターとのコラボレーションでの自社オリジナル封筒の制作にも力を入れている。


